
                                                     
 
 

 

「千葉県観光振興財源検討会議」の設置について 

 

１ 検討会議の概要について 

（１）設置の趣旨 

県では、県内観光の持続的な発展のため、昨年１０月、「千葉県の新しい観光振興に

向けた研究会」を設置し、５回にわたって意見交換を行ってきました。 

本年２月、研究会から、「観光人材の確保・育成・定着」、「持続可能な観光地づくり」、

「インバウンドの推進」及び「デジタル技術の活用」の４つの課題について、解決に

向けた方向性や必要な取組を示した「意見書」が提出されました。また、意見書には、

大胆な施策を展開していくための財源として、「宿泊税導入に向けた検討を早期に開

始することが適当」との意見も示されました。 

県としても、研究会から示された課題の解決に向けては、様々な取組を広域かつ中

長期にわたって継続的に実施していく必要があり、そのための経費として安定財源の

確保が求められると認識していることから、新たに「千葉県観光振興財源検討会議」

を設置し、宿泊税の導入等について検討を行っていくこととしました。 

 

（２）検討項目 

新たな観光振興施策の具体的方向性 

新たな観光振興施策の実施にあたり必要となる財源のあり方 等 

 

（３）構成員 

   城西国際大学 観光学部 教授            内山 達也 氏 

   千葉商科大学 政策情報学部 教授            小林   航 氏 

㈱JTB総合研究所 主席研究員                 山下 真輝 氏 

千葉県旅館ホテル生活衛生同業組合 事務局長     武川  豊 氏 

(一社)千葉県商工会議所連合会 専務理事              吉野  毅 氏 

千葉県商工会連合会 事務局長             林  正昭 氏 

   

（４）設置予定時期   

令和６年３月２８日（木） 

県内観光の持続的な発展のため、県では、これまで、「観光人材の確保・育成・定着」、

「持続可能な観光地づくり」等の課題解決に向けた検討を行ってきました。 

これらの課題解決には、様々な取組を広域かつ中長期にわたって継続して実施してい

く必要があり、安定財源の確保が求められることから、新たに検討会議を設置し、宿泊税

の導入等について検討を行っていくこととしました。 
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２ 第１回会議の開催について 

（１）日時 令和６年３月２８日（木）午前１０時～ 

（２）会場 千葉県自治会館 ９階 第１・２会議室（千葉市中央区中央４－１７－８） 

（３）議題 ・本県観光の現状・課題 

    ・本県観光の持続的発展のために今後必要な施策 等 

   ※ 知事は、会議冒頭のみ、あいさつのため出席する予定です。 

※ 会議は公開により実施します。 

（４）当日の取材について 

 ・取材を希望される場合、下記により事前申込をお願いします。 

メール：kanko-k@mz.pref.chiba.lg.jp 

・件名は「観光振興財源検討会議 傍聴希望」とし、社名、取材者氏名、電話 

番号を記載してください。 

・締め切り：３月２６日（火）午後５時まで 

 ・会場の都合により、各社２名までとします。 

 ・当日は、午前９時３０分から５０分までの間に、会場入口付近の報道受付にお立 

ち寄りください（名刺の提出による）。 

  会場内では自社腕章の着用をお願いします。 

 ・撮影は、議事開始前までとさせていただきます。 

（知事あいさつ、出席者紹介、座長選出時の撮影は可能） 

                                                                                                                              




